
研究体制

株式会社ＭＡＲＵＫＡ
国立研究開発法人 物質・材料研究機構

公益財団法人岐阜県産業経済振興センター

研究開発の成果

平成２９年度採択 EV/PHV車向け放熱材料に活用する窒化ホウ素
（ＢＮ）ナノレベル分散スラリーの量産技術及び品質検査技術の開発

株式会社ＭＡＲＵＫＡ（岐阜県) 主たる技術：材料製造プロセス

・EV/PHV自動車等の電子部品の高放熱化のため、従来より高い結晶質で細かなナノフィ
ラー（隙間充填剤）の開発が強く望まれている
・高濃度ＢＮナノレベル分散スラリーの安定品質かつ安価な量産化技術開発を目指した
・スラリー原液を測定出来る検査技術を開発し、現場で応用するマニュアルを完成させた

■BNナノレベル分散スラリーの開発
・ IPA・水・エタノール溶媒下20wt%BN固形分濃度のラボレベ
ル品質で生産レベル10kg/hを達成する連続製造プロセス開発
・ 6か月に及び経時変化がほぼない優れた分散維持を実証
・ 少量多品種に対応する小型分散装置を開発

■品質検査技術の開発
・ 20wt%BN固形分濃度のスラリー原液での粒度分布測定が
安定的に測定可能
・ 6か月に及ぶスラリーのデーターベース構築
・ 現場で応用する１試料当たり10分以下の検査マニュアル完成
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